






探求を通して , 富岡は , 日本人であり , 女性であり , 日本語で表現する者としてのアイデンティティを問う。
性とエスニシティと母語は , 富岡の創作活動における中心的テーマである。富岡は詩から小説へと移行し
ていった。大学在学中の 1957 年に自費出版した第一詩集『返禮』が翌年の H 氏賞を受賞し , 富岡は新鋭
の詩人として文学的出発をはたすのである。しかし詩人としての地位を固め富岡は , やがて小説へと道を
変えていく。
富岡が創作活動を始めた時期は , 女性解放運動がさかんになってきた時代と重なっている。1960 年代
に隆盛を極めた女性解放運動は第二波フェミニズムと呼ばれ , 女性差別を生み出し女性の自己実現を阻む











タインの詩に興味を持った富岡は , 長い間スタインに対して関心を持ち続け , やがて自らスタインの詩や
エッセイの翻訳を手がけるようになる。さらにスタインの小説を翻訳したことが , スタインの富岡に対す
る影響を決定づけたと考える。
ガートルード・スタインは ,1874 年にアメリカの裕福なドイツ系ユダヤ人の商家に生まれたが ,1903
年に兄のレオのいるパリに渡り , そのままフランスで生涯を送った。スタインは , 小説や詩の他さまざま
な文学形式を使って言語の可能性に迫る大胆な実験に挑み ,「モダニズムの女傑」といわれたが , 書いた
ものはほとんど売れず , レオとともに当時まだ評価の定まらないセザンヌ , ピカソ , マチスなどの作品を
買い集め , 若い芸術家たちのパトロン的存在として名が知られていた。スタインはヘミングウェイに ｢失









響について」で , 富岡に及ぼしたスタインの影響を分析し , 富岡の作品世界の変遷とその中での意識変化
の過程をスタインの変化の過程と比較することを目的として , 富岡とスタインの影響関係を実証し , 文体
とテーマという二つの観点から考察した。
富岡は詩作の時期から最初の小説を書くまでの間に最も強くスタインの影響を受け , その後はスタイン
の影響を基礎にして独自の文学世界を切り拓いていったと考えられる。前掲論文の第 1 章と第 2 章では
富岡がスタインに影響された時期を扱い , どのような影響をスタインから受けたかを分析した。富岡が独





在だということを考察した。第 4 章では二人のその後の作品について比較し , スタインにとってトクラス
という存在の重要性を見い出した。




富岡多惠子は 1935 年に大阪市西淀川区伝法町に生まれた 2）。商人という環境のため家には本というも
のはなかったが , 小説のおもしろさを知ってからの富岡は , 親に隠れて小説を乱読するようになる。大阪
府立大阪女子大学に在学中に友人から小野十三郎の詩の入門書をもらったことから , 富岡は詩に興味を持
ち , 自分でも書き始める。書いた詩を小野にみてもらい , 小野の勧めで自費出版したのが第一詩集『返禮』


















富岡の詩にスタインの影響が最初にみられるのは , 第二詩集『カリスマのカシの木』(1959) である。





その後富岡はオートマティスムの方法で第三詩集『物語の明くる日』(1961) を出版するが , 富岡の詩

















かけの根底には池田との生活体験があり , モダニズムの詩で表現できなかったことは , このような男性に
対する怒りの感情である。それを契機に富岡はウーマン・リブやフェミニズムの考え方に強い関心を示す
ようになり , 女性の問題は彼女の小説のテーマの一つになっていく。
第二 , 第三の要因については富岡が 1965 年に渡米したことが関わっている。一つは , 自分を育んでき
た過去の再発見であり 6）, 今までの詩は自分の過去の経験に目を塞ぐことによって書いたものではないか
という反省を富岡にもたらした。その反省は小野十三郎や西脇順三郎の詩に対する懐疑に結びついていき 7）




とである 8）。この三つの要因は相互に関係しながら富岡に創作者としての転換をもたらしたのであり , 富






のエッセイや小説 , とくに小説を翻訳することによって , スタインの春山訳は誤訳だと確信するのである。
スタインはたくさんの文法や言語に関する論文を書いているが , 富岡はスタインの小説を翻訳する前
に ,『アメリカ講演録』（Lectures in America）(1935) におさめられた「詩と文法」（Poetry and Grammar）
というをエッセイを訳出している。それが『文学展望』に載ったのは 1975 年だが , この翻訳に添えた解
説で , 富岡は「七 , 八年前に書きコトバでしてあったのを , 話しコトバに書き直したのである 9）」と記し
ている。その間に富岡はスタインの小説を翻訳し , 彼女のスタインに対する理解が変化したことを示して
いる。




た富岡は , 書きことばの明確な論理性を崩さなければことばの死をはやめると考え , 散文を書く場合には
いかに書きことばの中で話しことばを使うかに腐心していた 10）。
富岡はスタインの散文について , 話しているリズムで文章が作られていくので , 書きことばの , とくに
英語の長い文によくある後ろから前へと論理が作られることがきわめて少ないこと , 一種の話しことばな
ので , 一つのことばが出てくるとそのことばをすぐ引き続き説明し , コンマなしで続けていくので繰り返
しと無駄に意識的であること , どんなことばもおろそかにしないが , 必要以外のことばを使わないから文




小説の翻訳である。富岡は , スタインの Three Lives(1909) を 1969 年に『三人の女』として翻訳している。
『三人の女』は ,「お人好しのアンナ」（The Good Anna）,「メランクタ」（Melanctha）,「やさしいレナ」
（The Gentle Lena）の三つの物語で構成されているが , 書かれたのは ,「お人好しのアンナ」,「やさしいレ






リス・Ｂ・トクラスの自伝』（The Autobiograph of Alice B. Toklas ）（1933）で「文学における 19 世紀か




キャンベルと情熱的で自分の感情に正直なメランクタは , その違いを乗り越えて愛し合い , 関係を持つが ,
考え方の相違から結局二人は破局を迎える。
この物語では , 繰り返しながら少しずつ変化していくスタイン独特の文体が展開される。とくにメラン




Every day now, Jeff seemed to be coming nearer, to be really loving. Every day now, Melanctha 
poured it all out to him, with more freedom. Every day now, they seemed to be having more and 
more, both together, of this strong, right feeling. More and more every day now they seemed to 
know more really, what it was each other one was always feeling. More and more now every day Jeff 
found in himself, he felt more trusting. More and more every day now, he did not think anything in 
words about what he was always doing. Every day now more and more Melanctha would let out to 
Jeff her real, strong feeling13）.
今ではもう日毎にジェフは近しくなっていゆき , 本当に愛しているようだった。今では毎日 , メラ
ンクタはさらに奔放にかれに愛をそそいだ。今では日毎に , ふたりともがこの強烈でまっとうな感情
をますます強くしているように見えた。ますますもって , このころは日毎に , かれらはお互いにいつ




富岡は『三人の女』の解説やエッセイで , 小説を翻訳してスタインのことばは ｢徹底した口語体 15）｣ だ
と気づいたと語り , 会話もカギカッコに入れられてはいるが , 通常の小説のようにすでに書きことばにな
っている会話とは違い , スタインの小説ではあくまで話しことばだと分析している 16）。
ここでいう「徹底した口語体」とは ,「詩と文法」の解説で富岡が「叙述体」としたものであり , 話し







岡は , スタインの Three Lives という題を『三つの人生』ではなく『三人の女』という題にし , 女性がテー
五
富岡多惠子の作品世界の変遷におけるガードルード・スタインの影響について
マであることを強調している。富岡は , 表面的には男性的な詩を書くスタインが , 女性作家としてのジレ
ンマを内面に有していることに気づいた。女性であることに劣等感を持っていた富岡は , スタインをより
身近な存在に感じ , 自分の中の女性性も受容する契機になった。その結果 , 富岡は春山によるスタインの
詩の男性的な訳を誤訳だと認識し , 自身の訳では女性が話すような口語体で訳したのである。





です。楽しくおやりになってください。どんどんと 17）。( 中略 )














『丘に向ってひとは並ぶ』の地の文は非常に素っ気なく , 繰り返しが多用されるが , 次にそのような一部
を引用する。
児ォばっかりこしらえやがって , とおタネさんは他人事のようにつぶやき , そのつぶやきは他人に
はよくきこえたが , 本人にはきこえなかった。児ォばっかし産ましやがって , ともおタネさんは大き
な声でひとりごとをいった。そのひとりごとが , だれもいない時のひとりごとのうちはよかったが ,
そのうちだんだん , そばに他人がいても吐き出されたのである。村の八百屋でおタネさんは菜や大根
を買い , 銭を払って振りかえりざま , 児ォばっかし産ましやがって , とひとにきこえる声でつぶやい
たりしたのである。ところがおタネさんは , ツネやんにも子供たちにも面と向って一度も愚痴をいっ
















富岡多惠子は , ガートルード・スタインのエッセイや詩を翻訳することによって , さまざまな影響を受
けた。スタインの文法論に関するエッセイの翻訳で , 富岡はスタインの独特の言語観に共感し , スタイン
の中にことばに対して同じ闘いを挑んでいる共闘者を見い出している。
その後富岡はスタインの小説を翻訳するが , その体験は富岡が今までスタインに対して持っていた印象





富岡に , 小説を書く勇気を与え , どのように書いたらいいかの方向性を与えた。具体的な影響は , 富岡自
身が「素っ気ない文章」と「徹底した口語体」と分析したスタインの文体である。富岡の最初の小説『丘
に向ってひとは並ぶ』は最もスタインの文体の影響がみられる作品である。スタインの文体はヘミングウ
ェイに影響を与え , 後にハードボイルドと呼ばれるようになる文体であり , 富岡の文学が乾いた印象を与
える基礎にはスタインの影響がある。
ヴァージニア・ウルフは『自分だけの部屋』（A Room of One’s Own）(1929) で , 女性詩人や女性作家を
一つの連続体として捉え , 理想の女性芸術家を存在せしめるために女性による文学伝統の継承を提唱して
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持った富岡は , スタインに対して関心を持ち続け , やがて自ら詩やエッセイの翻訳を手がけるようになる。
その後スタインの小説を翻訳したことが , 富岡に対するスタインの影響を決定づけた。




, 秘書のアリス・B・トクラスと同性愛関係にあったことは , スタインの作家としての自意識と密接に関わ
っている。
富岡は , 詩作の時期から最初の小説を書くまでの間に最も強くスタインの影響を受けている。第 1 章と
第 2 章では富岡がスタインに影響された時期を扱い , どのような影響をスタインから受けたかを分析して
いる。
スタインが富岡に及ぼした影響は , 女性であることに劣等意識を持っていた富岡に , その硬直したジェ
ンダー観から脱却するきっかけを与えたことであり , 詩を疑いながらも詩に愛着があり小説を書くことに








独自の作品世界を構築していく。第 3 章と第 4 章では , 富岡とスタインの作品世界の変遷の比較を試みて





する複雑な感情を容易に乗り越えることができたが , 富岡は母親に対する怨みにも似た感情を持ち続け ,
それが富岡に多くの小説を書かせたところは異なる。しかし , 母と娘の関係は両者の文学的主題の核をな
すものである。富岡がスタインから受けた直接的な影響は文体だが , 主題においても富岡とスタインは時
代と地域を越えて共鳴しているといえる。
